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シーズの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーケットの殺虫スプレーや蚊取り線香、電気マットの成分を見

ると全てというくらいピレスロイド剤である。ピレスロイド剤は

人やペットなどに対する毒性が低いということで良く使われて

いるが、中枢神経系（脳、脊髄）に対する影響はほとんど知られ

ていない。中枢神経系の機能は種々神経伝達物質（アセチルコリ

ン、ドーパミン、セロトニン、ガンマアミノ酪酸、グルタミン酸

など）の伝達状況に左右される。マイクロダイアリシスは自由に

動き回る実験動物（ラット）の脳における神経伝達物質の伝達状

況を時間を追って調べることができる。我々は３種のピレスロイ

ド剤をラットに投与して、種々神経伝達物質の伝達状況をマイク

ロダイアリシスによって調べ、国際誌への論文発表、国際学会、

国内学会での発表を行ってきた。 
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